
  

★各教科等の学習内容一覧表（５月２０日～５月３１日まで）      湯田小学校 ４年生 

 ※４年生のみなさん，保護者の皆様，休校中いかがお過ごしでしょうか。充実した家庭での学習の一助にしていただければと思います。 

これは，宿題ではありませんが，６月１日からの学校再開に向けて家庭で取り組んでいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上に書かれていないものでも，自分の興味や関心があるものを見つけ，自主ノートにやってみましょう。 

※プリント集・新プリント集が終わったら答え合わせをしましょう。学校が再開したら，学校に持ってきましょう。みなさんに会えるのを楽しみに待っています。 

教科 教科書など 単元 学習する内容 ドリル・テスト 

国語 ・教科書 46，66 ページ 漢字の広場①② ・教科書の漢字を使って，町の様子や夏の楽しみを文に 

表しましょう。→新プリント集①② 

〇漢字ドリル（上） 

 ・最後まで終わった人は漢字

ノートに練習をやりましょう  

 

 

・教科書 60～61 ページ 

 

カンジ―博士の都道

府県の旅 

・知っていることや調べたことを使って，都道府県を紹介す 

る文を作りましょう。→国語ノート 

・教科書 62～65 ページ お礼の気持ちを伝え

よう 

・教科書を読み，お礼の気もちを伝えたい人に手紙を 

書きましょう。→国語ノート 

社会 ・教科書 18～23 ページ 

 

 

 

ごみのしまつと活用 

 

 

 

・家庭から出る，ごみについて調べましょう。 

→新プリント集③  

※まだ調べていない人は，休校中に調べておきましょう。 

 

【参考】インターネット動画 

：ＮＨＫ for school 

「見えるぞ！ニッポン」15 分 

「よろしく！ファンファン」10 分 

 ・みんなの地図帳，わたし

たちのきょう土広島県 

 

 

県の広がり，都道府

県 

・広島県内の市町や土地の様子についてもっと知りたいと思ったことについて調

べ，ノートに書きましょう。 

・各都道府県の興味のあることがらについて調べて，ノートにまとめましょう。

（例：人口，面積，県庁所在地，地形や都市の位置，交通，産業など） 

算数 ・３年生までの復習 かけ算九九の暗唱 

・百マス計算 

かけ算のひっ算 

わり算（横式） 

・休校中の時間を使い３年生までの復習をしっかりしましょう。

→自主ノート 

 

〇３年生までの計算ドリル，

教科書の練習問題 

 

 

理科 ・教科書 40～51 ページ 電流のはたらき ・教科書を読んで，電流の働きについて調べてみたいこと 

をノートに書きましょう。 

【参考】インターネット動画 

：NHK for school 

ふしぎがいっぱい４年理科 

「電池のひみつ」10 分 

音楽 ・教科書 10～17 ページ 歌声のひびきを感じ

取ろう 

・「いいことありそう」「歌のにじ」「まきばの朝」を歌ってみましょう。 

・「歌のにじ」のリコーダーのパートを練習しましょう。 

・リコーダーで，「聖者の行進」，「陽気な船長」，「わたしのこ

ころ」の練習をしましょう。→新プリント集⑪ 

【参考】インターネット動画 

教科書 11，17 ページの QR コード 

教育芸術社の自宅学習支援コンテン

ツ 

図工 ・教科書 14～15 ページ 立ち上がれ！ねん土 ・用具を使って，板状やひも状にした粘土の形を変えたり組み

合わせたりして粘土を立たせる。 

・立った粘土の形から思い付いたものを，手と用具の使い方を

工夫して表しましょう。 

※完成したものを見てプリントに書きこみましょう。 

（プリントは 5 月 7 日にお渡ししたものです。） 

 

体育  表現運動 

 

 

・好きな音楽に合わせて，からだを動かす。 

（ダンス，ストレッチ等）例：「パプリカ」をおどろう！ 

 

 

 体力づくり ・お家の中や近所でできるものを考えて取り組みましょう。 

（例：グーパー運動，上体起こし，反復横跳び，なわとび，ストレ

ッチ運動など） 

その

他 

※湯田チャレンジ  ・自分の興味・関心があるものや身近にある疑問について追及し

てみましょう。 

※ホームページに出ている資料を参考にぜひ，やってみましょう。 

 

3 年生までの復習  ・苦手なところをくり返し練習して，今までに身につけた学習を忘

れないようにしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


